
駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

駒ヶ嶺保育所の年長組の児童がお楽しみ会の行事とし
て２月25日、本田所長の指導のもと茶道を体験しました。
普段はにぎやかな児童たちも、なれないお茶の作法に

戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

2005．No.4052005．No.405

1999．No.331

１ 
2000．No.352

10

３ ３ 



住
所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、

役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

正
し
い
住
所
を
届
け
て
お
か
な

い
と
、
選
挙
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
国
民
年
金
や
児
童
手
当
な
ど

の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
子
ど
も
の
予
防
接

種
や
入
学
に
ま
で
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
住
民
登
録

制
度
」
は
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
基
礎
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

つ
い
「
後
で
…
」
な
ど
と
考
え
て

い
る
と
、
お
っ
く
う
に
な
っ
た
り
忘

れ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

に
該
当
す
る
方
は
、
必
ず
期
限
内

に
役
場
窓
口
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

転
勤
や
新
入
学
な
ど
を
迎
え
引

っ
越
し
の
多
い
こ
の
時
期
、
役
場

窓
口
は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
。

特
に
、
昼
休
み
や
月
曜
日
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
間
帯

を
避
け
る
か
、
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

印
鑑
証
明
書
は
、
金
銭
の
貸
し

借
り
や
登
記
な
ど
に
使
わ
れ
る
大

切
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
印

鑑
の
登
録
に
は
登
録
す
る
印
鑑
の

ほ
か
に
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
運
転
免
許
証
等
、
官
公

本
籍
を
移
し
た
い
と
き
は
、
転

籍
届
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
け
出
に
は
、
夫
婦
の

印
鑑
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
本

町
か
ら
他
の
市
町
村
へ
、
ま
た
は

他
の
市
町
村
か
ら
本
町
へ
転
籍
す

る
と
き
は
戸
籍
謄
本
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
住
所
の
異
動
届
だ
け
で

は
、
本
籍
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

庁
で
発
行
し
た
写
真
入
り
の
身
分

証
明
書
が
必
要
で
す
。

病
気
や
仕
事
な
ど
で
本
人
が
お

こ
し
に
な
れ
な
い
場
合
に
は
代
理

で
の
申
請
が
で
き
ま
す
が
、
本
人

（
自
筆
）
の
委
任
す
る
旨
の
書
面

（
代
理
人
選
任
届
な
ど
）、
代
理
人

の
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
、
即
日
登
録
に
は
な
ら

ず
、
照
会
文
書
を
登
録
本
人
宛
に

郵
送
し
て
、
申
請
に
相
違
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
す
の
で
代
理
で

の
登
録
は
２
、
３
日
程
度
か
か
り

ま
す
。

ま
た
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を

申
請
す
る
場
合
に
は
、
印
鑑
登
録

証
（
カ
ー
ド
）
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

町内に移って来
たとき

転入届

・届出人の印鑑
・転出証明書（前住
所地で交付します）
・国民年金手帳
（加入者のみ）

転入した日から
14日以内

町外に移ると
き

転出届

・届出人の印鑑
・国民年金手帳
・国民健康保険証
（加入者のみ）

転出する14日前
から転出後14日
まで

町内で住所を
変更したとき

転居届

・届出人の印鑑
・国民年金手帳
・国民健康保険証
（加入者のみ）

転居した日から
14日以内

世帯主がかわ
ったとき

世帯主
変更届

・届出人の印鑑
・国民健康保険証
（加入者のみ）

変更の日から14
日以内

児
童
手
当
該
当
の
方
が
他
の
市

町
村
に
住
所
を
移
転
し
ま
す
と
、

本
町
で
の
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま

す
。
本
町
か
ら
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
、

移
転
先
の
市
町
村
で
児
童
手
当
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
水
道
企
業
団
、
電

力
会
社
、
電
話
会
社
、
取
引
金
融

機
関
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
手
続

き
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
が
住
所

を
変
更
し
た
り
、
職
場
の
保
険
に

加
入
し
た
と
き
な
ど
も
、
14
日
以

内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
就
学
の
た
め
町
外
に
住

居
を
移
す
学
生
の
方
に
は
、
家
族

と
は
別
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
け
出
に
必
要
な
も
の

は

の
と
お
り
で
す
。

町では、休みの日や夜
間でも住民票の写しや戸
籍謄本・抄本が請求でき
るように、役場北側玄関
右側に『休日夜間申請受
付ボックス』を設置して
います。仕事で平日に申
請できない方などは、お気
軽にご利用ください。

①ボックスに備えつけてある申請書に必要なことを記入
してください。
②返信用封筒にあなたの住所、氏名を書いてください。
③返信用封筒に切手を貼り（切手がない場合には現金）
手数料を用意してください。
④申請書・返信用封筒・手数料を添え、備え付けの専
用封筒に入れ、封をしてボックスに入れてください。

休日の翌日に処理を行い、申請者に郵送します。
また、窓口でも交付します。

町民課（ ２１１５）

他の市町村から転入し
てきたとき

家族全部のとき
家族の一部のとき
家族全部のとき
家族の一部のとき

印鑑、転出証明書、年金手帳（加入者のみ）
印鑑、転出証明書・国民健康保険証、年金手帳（加入者のみ）
印鑑、資格喪失証明書（やめた職場から）、年金手帳（本人とその扶養者）
印鑑、資格喪失証明書（やめた職場から）、国民健康保険証、年金手帳（本人とその扶養者）
印鑑、生活保護決定通知書（廃止）、年金手帳
印鑑、国民健康保険証
印鑑、国民健康保険証
印鑑、国民健康保険証・職場の健康保険証、年金手帳（本人とその扶養者）
印鑑、国民健康保険証・生活保護決定通知書（開始）、年金手帳
印鑑、国民健康保険証、年金証書
印鑑、年金証書、保険証
印鑑、保険証
印鑑、保険証、年金手帳（加入者のみ）
印鑑、使えなくなった保険証、身分を証明するもの
印鑑、保険証、在学証明書

職場の健康保険をやめた
とき
生活保護の適用を受けなくなったとき
子どもが生まれたとき
他の市町村へ転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
生活保護の適用を受けたとき
死亡したとき
退職者医療制度に該当したとき
退職者医療制度に該当しなくなったとき
住所、世帯主、氏名などが変わったとき
保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき
修学のため、子どもが他の市区町村に住居を移すとき

国
保
・
年
金
に
加
入
す
る
と
き

国
保
・
年
金
を
ぬ
け
る
と
き

そ
の
他

町民課（ 2115）



国民年金には、日本国内に住む20歳から60歳までのすべての方
が加入します。

自営業・学生など

住所のある市町村
勤務先

（本人の手続き不要）
配偶者の勤務先

・納付書
・口座振替
・インターネット（ネット
バンキング契約が必要）

給料などから差し引
かれている保険料に国
民年金分も含まれてい
ます。

納める必要はあ
りません。

・保険料が13,580円にな
ります。

・保険料の口座振替は前
納がお得になります。

・口座振替の同月振替が
できます(割引あり)。

・若年者（30歳未満）に対
する納付猶予制度がで
きます。

・第２号被保険者に
ついての改正は､社
会保険事務所及び
勤務先へお問い合
わせください。
（例:育児休業中の
方の保険料免除期
間が､子供が3歳に
なるまで延長されま
す）

・３号被保険者
の届出を忘れ
ていたことが
ある方は､社
会保険事務所
に申し出るこ
とでその期間
全てを認めて
もらえます。

会社員・公務員など
会社員・公務員な
どに扶養されてい
る妻または夫

月額400円を納めて、受給のときに年額で200円×付
加保険料納付月数を受け取ることができます。

国内在住の60歳以上65歳未満の方･日本国籍で海外在住の
20歳以上65歳未満の方･受給資格期間が不足している方など
が70歳（加入限度月数480月）になるまで加入できます。

全額・半額免除

決められた要件にあてはまると､保険料が免除にな
ります。
半額免除に該当の方は､半額分を納めなければ未納
扱いになります。また､１年分や半年分をまとめて前
納すると割引になります。

免除期間分の年金受給額は､３分の１（全額免除）
または３分の２（半額免除で半額納付の場合）保障さ
れます。

受給資格期間に含まれます
障害･遺族年金を申請するようになった場合､保険料を納めたときと同じ扱いになります。
10年以内であれば納めることができます（２年を経過すると一定額が加算）。納めた場合､上記の条件に
関係なく最初から納付したときと同じ扱いになります。
法律で定める要件（生活保護など）に該当した場合､全額免除になります。

特例期間分の年金受給額は､保障されません。

前年の所得が一定
（約68万円）以下の学
生は､認められると
保険料を後から納付
できます。

30歳未満の１号被保
険者(およびその配偶者)
の所得が一定以下の場
合は､保険料を後から納
付できます。

学生納付特例
若年者（30歳未満）に対
する猶予制度（４月から）

申
請
免
除
（
毎
年
度
申
請
）

法定免除

条
　
件

保
　
障

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
60
歳
か
ら
65

歳
の
間
、
夫
の
年
金
額
の
４
分
の

３
の
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
方

が
年
金
を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な
っ

た
場
合
、
納
め
た
年
金
額
に
応
じ

て
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
亡
く
な
っ
た
月
ま
で
の

受
給
し
て
い
な
い
分
が
受
け
と
れ

ま
す
。

年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
、
自

分
か
ら
請
求
し
な
け
れ
ば
も
ら
え

ま
せ
ん
。
一
時
金
や
未
支
給
も
同

様
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま

し
ょ
う
。

国民年金は、老後の生活保障の目的だけではなく、ケガや病気によって障害者にな
ったときや、一家の大黒柱を失ったときなどに、基礎年金を受けることができるよう
に保障されています。

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期

間
の
合
計
が
25
年
以
上
あ
る
方
で
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
の
未
納
や
免
除
、
カ
ラ

期
間
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
よ
り

減
額
さ
れ
ま
す
。

支
給
開
始
の
時
期
は
、
希
望
に
よ
っ
て
、

60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に
繰
り
上
げ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
本
来
の
年
金
額

（
満
額
）
よ
り
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
逆
に
支
給

開
始
時
期
を
65
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
る
こ
と

も
で
き
、
こ
の
場
合
は
繰
り
下
げ
期
間
に
応
じ

て
増
額
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

生
計
を
維
持
す
る
方
に
先
立
た
れ
、
18
歳

未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
妻
や
、
子
ど
も
が
残
さ

れ
た
時
に
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て

い
な
い
障
害
者
の
方
で
、次
の
項

目
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に
４
月

か
ら
請
求
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

対
象
者
は
「
平
成
３
年
３
月

以
前
に
国
民
年
金
任
意
加
入
対

象
で
あ
っ
た
学
生
」並
び
に「
昭
和

61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶

者
」
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
に
初
診
日

が
あ
り
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
の

１
・
２
級
相
当
に
該
当
す
る
方
。

認
定
の
是
非
に
つ
い
て
は
過
去

の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
で
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
さ
れ
た
場
合
、
給

付
金
は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
に
な
り
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た

場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な

ど
人
生
の
節
目
で
は
、
加
入
す
る

年
金
が
変
わ
っ
た
り
、
保
険
料
を

自
ら
が
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
年
金
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
を
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、
年

金
の
受
給
に
大
き
な
影
響
が
で
て

き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

・
相
馬
社
会
保
険
事
務
所

（

５
１
７
３
）

老齢基礎年金
(保険料を40年納めた方)

障害基礎年金

遺族基礎年金
（妻が受給する場合）

１級

２級

年額　794,500円

年額　993,100円

年額　794,500円

年額　794,500円
＋子の加算（一定の条件あり）



新
地
町
の
要
介
護
認
定
者
は
、

事
業
の
始
ま
っ
た
平
成
12
年
10
月

末
現
在
２
１
８
人
で
し
た
が
、
平

成
16
年
10
月
末
に
は
、
３
２
７
人

と
な
り
50
％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

新
地
町
で
は
、
特
に
要
介
護
１

の
認
定
を
受
け
た
方
が
多
く
、
次

に
要
支
援
の
認
定
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
要
介
護

１
の
認
定
を
受
け
た
方
の
増
加
率

が
高
く
、
本
町
も
同
じ
傾
向
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

を
行
っ
た
被
保
険
者
に
対
し
て
、

ど
の
程
度
の
要
介
護
状
態
に
あ
る

か
を
市
町
村
が
認
定
す
る
こ
と
。

介
護
の
必
要
な
程
度
に
応
じ
て

定
め
ら
れ
た
区
分
。
要
支
援
が
最

も
程
度
が
軽
く
、
要
介
護
１
〜
５

と
数
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
程
度

が
重
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
、

平
成
12
年
10
月
末
現
在
、
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
数
を
合
わ
せ
る
と
１

７
２
人
で
し
た
が
、
平
成
16
年
10

月
末
に
は
２
６
１
人
と
52
％
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
、
緩
や
か
で
す
が
年
々
増
加
し
、

平
成
16
年
10
月
末
で
は
、
平
成
12

年
10
月
末
に
比
べ
55
％
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、

新
地
ホ
ー
ム
増
床
後
の
平
成
15
年

10
月
末
に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
12
年
10
月
末
か
ら
比
べ

40
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
は
、
利
用
者
数
の

増
加
に
伴
っ
て
増
え
て
お
り
、
平

成
12
年
10
月
末
現
在
の
居
宅
と
施

設
を
合
わ
せ
た
介
護
給
付
費
が
月

当
た
り
２，

３
５
８
万
３
千
円
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
16
年
10

月
末
で
は
、
３，

７
３
８
万
３
千

円
と
な
り
、
58
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
は
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
の
利
用
が
特
に
高
く
、
次
に

心
身
の
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者

翌年度の９月までは納付書で納めます。原則として、老齢・退職（基礎）年
金が年額18万円以上の方は、翌年度の10月から年金からの天引きになります。

年金から天引きの方でも、いったん納付書で納めることになります。年金か
らの天引きは翌年度の10月から再開されます

・年金の現況届出が未提出又は、期限を経過してから提出したとき。
・年金を担保として貸付を受けているときなど。

の
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
福

祉
用
具
の
貸
与
、
訪
問
介
護
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
）
の
利
用
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。



新地町スポーツ少年団主催の「第15回新地町スポ
ーツ少年団バレーボール大会」が２月20日、駒ヶ嶺
小学校体育館で行われ、町内３チームが熱戦を繰り
ひろげました。結果は次のとおりです。

優　勝：尚英ガッツＪＶＣ
準優勝：新地ジュニアバレー
優　勝：尚英ガッツＪＶＣ
準優勝：福田エンジェルス

駒ヶ嶺保育所では、節分の行事として毎年恒例と
なっている「鬼行列」を、保護者たちも参加して行
いました。
子どもたちは、「鬼は外、福は内」と元気な声を

上げながら部屋の中で鬼を追い払ったあと、自分で
つくった鬼の面をかぶりながら、かみしもや鬼の衣
装を着た保護者らと駒ヶ嶺地区を行進しました。

介護保険料は、町民税の課税状況によって５段階に分かれています。町民税の課税が決まるのは６月のため、平
成17年度第１期分から第３期分までの介護保険料は、16年度の段階による暫定保険料（仮徴収）での納付となり
ます。（年金から保険料を差し引く特別徴収の方のみ）
特別徴収の方は、16年度の第６期分（２月）と同額が引き続き年金から天引きとなります。納入通知書は４月
中旬ごろ送付しますのでご確認ください。なお、確定した年間保険料の決定通知書は７月に送付します。また、普
通徴収の方（納付書により納入される方）には、７月に決定通知書と納付書を送付します。

※基準額は、年額32,052円（月額2,671円）で第３段階の保険料額です。
※年度の途中で65歳になられた方、転入された方等は、月割りにより計算されます。

※ ・・・年金支払日が金融機関等の休業日にあたる場合は、前営業日が納付日（年金天引き日）になり
ます。

※ ・・・納期限が金融機関等の休業日にあたる場合は、翌営業日が納期限になります。

健康福祉課（ ２９３１）

新地町教育研究会主催の「教職員セミナー」が２
月17日、駒ヶ嶺小学校で行われ、町内の教職員約50
人が参加しました。
セミナーでは、元相馬高等学校校長の佐久間貞良
先生が「三気で子どもとの絆づくり」と題して講演
を行い、「本気・ヤル気・根気を育むのは、児童・
生徒と教師の絆が大切」と自身の体験談を交え、ユ
ーモアたっぷりに話しました。最後には参加者全員
で「春よ来い」を唄って閉会しました。

農業や農村の活性化について考える「農業講演
会」が２月25日、農村環境改善センターで町内の農
家の方を中心に約40人が参加して開催されました。
講演会は塩川町の㈲やまだズ代表の山田義人

氏が「地域営農を考える」と題して講演を行い、
農業経営を今後続けていくには、経営者の資質
向上や地域一帯となって知恵を出し合いやって
いくことが大切であるなど、農業実践者の立場
から話をされました。



『
人
生
な
ん
て
夢
だ
け
ど
』

や
な
せ

た
か
し

86
歳
。
ぼ
く
の
人
生
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
！
あ
る
と
き
は
漫
画

家
、
ま
た
あ
る
と
き
は
絵
本
作
家
、

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
作
詞
家
、

作
曲
家
、
歌
手
、
編
集
者
等
々
。

マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
な
せ
た

か
し
の
自
伝
。

『
泡
盛
一
口
ぇ
呉
み
そ
う
れ
』

上
勢
頭
み
ゆ
き

『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
』

フ
ィ
ル

コ
リ
ン
ズ

『
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｑ
』

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

花
粉
症
は
季
節
性
の
花
粉
に
よ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
主
に
鼻
と
眼

に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
お
こ
り
ま

す
。
花
粉
症
の
人
は
、
花
粉
症
対

策
を
知
り
、
早
め
の
対
応
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
今
ま
で
花
粉
症

で
は
な
か
っ
た
人
も
、
急
に
症
状

が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

人
ご
と
だ
と
思
わ
ず
病
気
の
知
識

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

花
粉
に
対
す
る
抗
体
（
Ｉ
ｇ
Ｅ

抗
体
）
は
学
童
期
に
つ
く
ら
れ
、

20
〜
40
歳
代
で
花
粉
症
が
も
っ
と

も
多
く
発
症
し
、
自
然
に
治
る
こ

と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
花
粉
症
は
、
花
粉
に
対
す
る

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と
と
、
環

境
に
よ
る
要
因
で
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
毎
年
花
粉
飛

散
時
期
に
大
量
の
花
粉
を
吸
入
し

て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
花
粉
に
対

す
る
抗
体
が
血
液
中
に
で
き
ま
す
。

『
豚
を
盗
む
』

佐
藤
正
午

『
透
明
な
歳
月
の
光
』
曽
野
綾
子

『
拉
致
』

荒
木
和
博

『
も
も
こ
の
21
世
紀
日
記
Ｎ
’04
』

さ
く
ら
も
も
こ

『
ピ
ー
コ
と
サ
ワ
コ
』

ピ
ー
コ
・
阿
川
佐
和
子

『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
イ
ズ
・
ワ
イ
ル

ド
完
全
図
解
』

『
魔
女
と
ふ
し
ぎ
な
指
輪
』

ル
ー
ス
・
チ
ュ
ウ

細
い
指
に
も
太
い
指
に
も
、
す

る
り
と
は
ま
る
ふ
し
ぎ
な
指
輪
。

そ
の
指
輪
を
手
に
入
れ
て
か
ら
、

ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば
か
り
が
起
こ
る

の
で
す
。
あ
と
を
つ
け
て
く
る
黒

い
人
影
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現

れ
た
灰
色
の
ネ
コ
。
さ
て
、
い
っ

た
い
何
が
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
…
。

春
の
気
配
を
感
じ
る
暖
か
な
庭

で
、
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
、

「
あ
そ
ぼ
」「
ま
ぜ
て
」「
い
い
よ
」

と
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
お
部

屋
で
は
、
保
育
士
に
絵
本
や
紙
芝

居
を
読
ん
で
も
ら
い
、
静
か
な
時

間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
お
話
を

読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
言
葉
を

覚
え
た
り
、
空
想
の
世
界
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
ら
し
い

言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
や
さ
し
い
言
葉
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
楽
し

く
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ

ま
す
。

５
歳
男
児

Ａ
君
「
Ｋ
君
髪
切
っ
て
き
た
の
？
」

Ｋ
君
「
う
ん
！
長
屋
の
床
屋
で

き
っ
た
ん
だ
」

保
育
者
「
さ
む
く
な
か
っ
た
？
」

Ｋ
君
「
ん
ー
風
、あ
た
ん
な
か
っ

た
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

２
日

福
田
小
学
校

駒
ヶ
嶺
小
学
校

10
日

各
保
育
所

10
日

新
地
保
育
所

16
日

浜
保
育
所

18
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

25
日

各
保
育
所

テ
レ
ビ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
情

報
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
覚
え
て
欲

し
く
な
い
『
こ
と
ば
』
も
ど
ん
ど

ん
流
れ
て
い
ま
す
。
保
育
所
で
も

「
う
る
っ
せ
ー
」「
ば
ー
か
」
な
ど
の

『
ヤ
ギ
さ
ん
ミ
ル
ク
は
と
も
だ
ち
じ

る
し
』

は
ら
だ

ゆ
う
こ

『
水
滸
伝
５
』

施
耐
庵

『
イ
ヤ
ー
オ
ブ
ノ
ー
レ
イ
ン
』

ア
リ
ス
・
ミ
ー
ド

『
み
〜
ん
な
そ
ろ
っ
て
学
校
へ
行
き

た
い
！
』

井
上
夕
香

『
い
な
か
っ
ぺ
大
将
』

驚
く
ほ
ど
怖
い
言
葉
を
耳
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
す
ぐ
に
覚
え
、
使
い
始
め
ま
す
。

周
り
の
大
人
が
、
笑
っ
た
り
、
一

緒
に
使
う
と
自
慢
す
る
か
の
よ
う

に
喜
ん
で
使
い
ま
す
。
言
わ
れ
た

相
手
が
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
か

考
え
さ
せ
、
自
分
が
言
わ
れ
た
ら

い
や
な
言
葉
は
使
わ
な
い
よ
う
に

教
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
花
粉
に
反
応
し
や

す
く
な
り
、
あ
る
年
齢
か
ら
ア
レ

ル
ギ
ー
を
起
こ
し
て
種
々
の
症
状

が
で
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

花
粉
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
毎
年
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。
そ
の
症
状
を
少
し

で
も
和
ら
げ
る
た
め
に
、
医
師
に

相
談
し
て
花
粉
が
飛
ぶ
少
し
前
か

ら
薬
を
飲
み
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
が
発
症
す
る
花
粉
症
で

最
も
多
い
の
は
ス
ギ
花
粉
に
よ
る

も
の
で
す
。
ス
ギ
花
粉
は
、
花
粉

が
飛
ば
な
い
北
海
道
や
沖
縄
で
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
、
そ
の

名
の
と
お
り
ス
ギ
花
粉
が
病
気
の

要
因
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
次
の
よ
う
な
要
因

が
あ
り
ま
す
。

・
た
ば
こ
の
煙

・
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど

の
燃
焼
に
よ
る
室
内
環
境
の
汚
染

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
排
気
ガ
ス

・
食
生
活

こ
れ
ら
の
要
因
を
さ
け
た
り
改

善
し
た
り
し
て
、
花
粉
症
の
シ
ー

ズ
ン
を
少
し
で
も
快
適
に
の
り
き

り
ま
し
ょ
う
。

『
僕
の
行
く
道
』

新
堂
　
冬
樹

小
学
３
年
生
の
大
志
の
願
い
は

た
だ
ひ
と
つ
、
離
れ
て
暮
ら
す
母

に
会
う
こ
と
。
そ
こ
に
あ
る
の
は

た
だ
、
親
子
の
愛
と
信
頼
の
物
語
。

静
か
な
感
動
に
満
ち
た
感
涙
の
ハ

ー
ト
フ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
。

乱
暴
な
言
葉
を
使
う
お
子
さ
ん

か
ら
は
、「
だ
っ
て

マ
マ
す
ぐ
お

こ
る
ん
だ
も
ん
」「
パ
パ
だ
っ
て
い

う
よ
」
な
ど
の
言
葉
が
返
っ
て
き

ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
言
葉
よ
り
、

毎
日
生
活
す
る
家
族
や
周
り
の
大

人
か
ら
の
影
響
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
優
し
い
言
葉

で
の
会
話
を
心
が
け
、
子
ど
も
た

ち
の
や
さ
し
い
気
持
ち
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

Hello Shinchi!  First, this month I would like to congratulate Shoei’s graduating
3rd grade class.  It has been my pleasure teaching you English over the past year and a half,
and I wish you all the best in whatever you do, next year and beyond.  Also, I would like
to congratulate all of the 6th grade students from Fukuda, Shinchi and Komagamine Ele-
mentary schools.  I have enjoyed visiting all of you at school and will enjoy getting to know
you all better here at Shoei.  Welcome!
Last month, I went to Hawaii for about 5 days to meet my father.  It was great to see

him and enjoy some nice weather.  It stormed the first two days that we were there, but the last few days were beautiful.
I hadn’t visited the Big Island since I was about 7 years old, so it was very nice to visit again, I had forgotten complete-
ly what it was like.  I was surprised how many Japanese people I saw there.  In the airport, there were far more Japanese
people than Americans.  I suppose it is much closer than the mainland of America, so much more convenient to visit.
This month I have a few things planned.  This weekend I am going to Tokyo with some friends to see a concert.  The

band’s name is the “Scissor Sisters”.  It has been a long time since I have spent time in Tokyo, so I am looking forward
to going.  It is such an amazing city!  Also, in the middle of March, I am going to Nagano with friends to snowboard.  Nagano
is very famous in America because the Winter Olympics were held there maybe 7 years ago (I forget).  So I am looking
forward to that as well.
So that is about all for this month.  Till next month…See you around town!

（和訳は15ページ）
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ふ
れあ
いと創造のまち

・
故
村
上
正
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
村
上
哲
夫
さ
ん
（
釣
師
）
よ

◎場所は保健センター

町
で
は
次
の
と
お
り
環
境
美
化

運
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
各
戸
１

人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
27
日

（
雨
天
の
場
合
４
月
３
日
）

午
前
６
時
〜
７
時

町
内
全
域
（
道
路
、
河

川
、
公
園
、
海
岸
な
ど
）

町
民
課
（

２
１
１
６
）

相
馬
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
会(
集
合
徴
収)

を
行
い

ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
に
関
し

て
相
談
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
は
免
除
申
請
の
相
談
も
行
い
ま

す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
方
は
印
鑑
、

年
金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

３
月
22
日

午
後
２
時
〜
６
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

平
成
15
年
１
月
１
日

以
降
に
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職

票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
平
成
16
年

１
月
１
日
以
降
に
転
入
の
方
は
、

平
成
16
年
１
月
１
日
居
住
の
市
区

町
村
発
行
の
課
税
証
明
書
や
源
泉

犬
の
放
し
飼
い
は
、
他
人
に
迷

惑
を
か
け
、
危
険
を
与
え
る
恐
れ

も
あ
り
、
県
の
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
に
、
夜
の
放
し
飼
い
は
無
駄

吠
え
や
作
物
に
被
害
を
与
え
る
な

ど
、
思
っ
た
以
上
に
近
所
に
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。
犬
が
、
人
な

ど
に
危
害
を
加
え
た
時
は
、
飼
い

主
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
放
し
飼

い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

町
民
課
（

２
１
１
６
）

公
立
相
馬
総
合
病
院
で
は
、地
域

住
民
の
脳
疾
患
病
の
早
期
治
療
、予

防
を
目
的
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を
利
用

し
た
脳
ド
ッ
ク
を
開
始
し
ま
す
。

①
検
査
料
　
１
４，

０
０
０
円

②
予
約
制
で
す
。
電
話
又
は
病
院

窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
実
施
日
は
、
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
毎
日

④
所
要
時
間
は
約
１
時
間

公
立
相
馬
総
合
病
院

（

５
３
９
３
）

防
衛
庁
で
は
、
平
成
17
年
度
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

４
月
４
日

〜
５
月
13
日

【
１
次
試
験
】

５
月
21
日

５
月
22
日

(

飛
行
要
員
の
み)

【
２
次
試
験
】

６
月
21
日

〜
23
日

日
本
大
学
工
学
部
（
郡
山
市
）

・
陸
上
　
約
１
３
７
人

・
海
上
　
約
80
人

・
航
空
　
約
55
人

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
。

（
22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
方
）

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
28

歳
未
満
の
方
。

・
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
志
願
者

は
、
理
工
学
修
士
学
位
取
得
者
で

28
歳
未
満
。

徴
収
票
な
ど
が
必
要
で
す
。

・
相
馬
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課(

５
１
７
３)

・
健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
の
披
露

と
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
相
馬
地
方
観
光

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

『
相
馬
地
方
伝
統
芸
能
披
露
』
を

開
催
し
ま
す
。

３
月
20
日

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

道
の
駅
そ
う
ま

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
方
言
と
語
り
の
会

（
新
地
町
）

・
日
下
石
敬
神
会
（
相
馬
市
）

・
草
野
三
匹
獅
子
保
存
会（飯

舘
村
）

・
八
幡
台
敬
神
会
（
相
馬
市
）

・
下
北
高
平
神
楽
保
存
会（原

町
市
）

相
馬
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
（

０
２
１
１
）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、「
わ
く
わ
く
人
形
劇
」
を
開

催
し
ま
す
。

・
３
月
19
日

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
３
月
20
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

園
児
〜
小
学
生
の
親
子

午
前
午
後
各
１
５
０
人

に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き

童
心
座

『
ム
ギ
ワ
ラ
ぼ
う
し
』（
15
分
）

『
カ
ッ
パ
の
お
さ
ら
』（
30
分
）

無
料

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

・
陸
上
　
　
約
12
人

・
海
上
　
　
約
４
人

・
航
空
　
　
約
４
人

・
歯
科
幹
部
候
補
生
は
、
専
門
の

大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
方

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
。

・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
は
、
専
門

の
大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

方
で
20
歳
以
上
26
歳
未
満
。

・
薬
学
修
士
取
得
者
は
28
歳
未
満
。

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
原
町
募

集
事
務
所
（

４
７
１
２
）

り
10
万
円

・
故
森
市
左
衛
門
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
森
恭
一
さ
ん
（
杉
目
）
よ

り
１
０
０
万
円

・
林
薫
さ
ん
（
大
山
田
）
よ
り
10

万
円
／
渡
部
信
男
さ
ん
（
杉
目
）

よ
り
３
万
円
／
村
上
哲
夫
さ
ん

（
釣
師
）
よ
り
紙
お
む
つ
他
／
岩
佐

重
徳
さ
ん
（
山
元
町
）
よ
り
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
20
枚
／
目
黒
吉
雄

さ
ん
（
木
崎
）
よ
り
洗
剤
９
㌔
／

荒
保
春
さ
ん
（
中
里
）
よ
り
じ
ゃ

が
芋
20
㌔
／
阿
部
忠
さ
ん
（
岡
）

よ
り
紙
オ
ム
ツ
３
袋
／
加
藤
キ
ミ

イ
さ
ん
（
新
地
町
）
よ
り
手
作
り

お
手
玉
１
０
０
個

・
特
老
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
34
回
69

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
３
回
７
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
新
地
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２
人
／
漁

協
婦
人
部
１
回
２
人

新地町の観光情報を紹介する観
光パンフレットが新しくなりました。
町内の観光スポットや宿泊施設、

食事処などを紹介しています。サイ
ズもコンパクトになって使いやすく
なりました。

企画振興課（ ２１１2）※平日の修理は指定工事業者にお申し込みください。



こんにちは、新地のみなさん。初めに、今月は尚

英中学校の卒業式がありますね。私が英語を教え

て一年と半年、とても嬉しく思います。また、たと

えどこに行っても一生懸命やることを願っていま

す。来年もそしてこれからも。そして、福田・新

地・駒ヶ嶺小学校の皆さんも卒業ですね。私はど

この小学校に行っても楽しく授業が出来ました。こ

こ尚英中学校に来ても楽しくやりましょうね！

先月、私は父に会いにハワイに5日ほど行ってき

ました。彼に会うのも嬉しかったですし、何日かは

天気もとても良かったです。1日目と2日目は暴風

でしたが、残りの3日間はとてもよく晴れました。

私は、7歳の時以来ハワイに行った事が無かったの

です。だから今回の訪問はとても楽しかったです。

こんなに素晴らしいとは完全に忘れていました。私

はたくさんの日本人に会ってビックリしました。空

港ではアメリカ人よりも日本人の方が多かったで

す。メインのアメリカ本土よりも近いので訪れるに

便利ですね。

今月も何個かのプランがあります。今週の末は

友達とコンサートを見に東京に行きます。そのバン

ドの名前は「シザー・シスターズ」です。東京に行

くのは久しぶりなので楽しみにしています。とても

大きな都市ですからね！また、３月の中旬には長

野にスノーボードをやりに行きます。長野はアメリ

カでとても有名です、なぜなら冬季オリンピックが

開かれたからです。７年ぐらい前にね（たぶん）。

これも行くのが楽しみです。

これが私の１ヵ月です。

ではまた来月・・・町のどこかで会いましょう！

和訳：尚英中学校　古橋秀輝先生

（和訳編）

・エネルギー 230キロカロリー ・カルシウム 115ミリグラム
・蛋　白　質　9.2グラム ・塩　　　分　1.5グラム

・ご飯　200g
Ａ ・じゃが芋 ２個　・にんじん 1/2本　・玉ねぎ 1/2個
・セロリ 1/4本　・ロースハム ４枚）

・しめじ 1/2個　・とろけるチーズ 60g
・固形チーズの素　１個　・水　700ml
・塩、こしょう 少々　・パセリ 少々

①Ａを１㎝角のさいの目に切り、しめじは小さくほぐす。
②鍋に水を煮立たせ固形スープの素入れてスープををつく
り、①を入れる。じゃが芋がやわらかくなるまでコトコ
トと煮る。
③②にご飯を入れ一煮立ちしたら弱火にし、塩・こしょう
で調味する。
④チーズを入れ、とろけたら出来上がり。好みでみじん切
りのパセリをかける。（チーズは手でちぎって入れ、好み
で加減する）

ハムチーズから塩分が出るの
で、塩加減に注意しましょう。
ハムの代わりにベーコンやウィ
ンナー、ご飯の代わりにマカロ
ニを入れても美味しいです。

み
な
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
体

力
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

公
立
相
馬
総
合
病
院
の
理
学

療
法
士
２
名
に
指
導
を
お
願
い

し
、
12
月
か
ら
６
回
教
室
を
開

講
し
た
と
こ
ろ
、
34
名
の
受
講

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
体
操
や
体
力
度
チ
ェ
ッ

ク
テ
ス
ト
、
個
別
相
談
や
講
義

等
を
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
受
講
生
み
な
さ
ん
の
関

心
が
と
て
も
高
い
の
に
驚
き
ま

し
た
。

修
了
証
を
受
け
取
る
一
人
ひ

と
り
の
顔
が
と
て
も
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。
講
師
の
正
し
い
運

動
方
法
や
食
事
の
大
切
さ
を
十

分
に
理
解
し
、
そ
の
成
果
が
報

わ
れ
た
喜
び
の
顔
だ
と
思
い
ま

し
た
。

高
齢
化
が
確
実
に
進
む
中
、

健
康
な
老
後
を
送
り
た
い
と
の

思
い
は
誰
し
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
毎
日
毎

日
を
大
切
に
、
そ
し
て
機
会
が

あ
れ
ば
、
こ
う
い
う
教
室
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
兄
弟
仲
良
く
助
け

合
っ
て
い
っ
て
ね
。

い
つ
も
お
外
で
お
姉
ち
ゃ
ん
と

遊
ん
で
い
ま
す
。
い
ち
ご
が
大
好

き
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。
健
康
で
す

く
す
く
育
っ
て
ネ
。

町
で
は
、
秋
元
ト
メ
ヨ
さ
ん
（
上
ノ

町
）
に
特
別
敬
老
祝
い
金
と
し
て
、
98

歳
の
誕
生
日
に
20
万
円
を
贈
り
ま
し

た
。ト

メ
ヨ
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠
い
で

す
が
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
話
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、
３
食
の
食
事
を

き
ち
ん
と
食
べ
、
薬
酒
と
大
好
き
な
牛

乳
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

永
年
に
わ
た
り
、
中
学
校
校
長
と
し
て

教
育
振
興
に
携
わ
り
、
ま
た
、
地
域
に
お

い
て
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
、
故
森
市

左
衛
門
さ
ん
が
こ
の
た
び
「
従
五
位
」
に

叙
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
２
日
に
は
、
加
藤

町
長
か
ら
長
男
の
森
恭
一
さ
ん
に
叙
位
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

◆３月１日～７日は、春の火災予防週間です。この時期
は、強い季節風が吹き、空気が乾燥していて火災の発生
しやすい日が続きます。この火災予防運動を機会に防火
意識を高め、火災のない町づくりをしていきましょう。
◆３月に入り、だんだんと春らしい暖かさになってきた
かなと思います。みなさんからの春らしい風景や桜などの
情報がありましたら、是非教えてください。

（鈴）

（平成１７年１月２１日～平成１７年２月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

宏　柊
ひ ろ と

真石恒一・利　恵 城　内

聖　來
せ ら

石田光二・友　香 高　田

誇太郎
こ た ろ う

目黒一雅・晴　美 小　川

（死亡者）（年齢）（地区）

伊藤　功一 74歳 埒　浜

林　　テル 85歳 大山田

目黒　光雄 75歳 小　川

石田　チヨ 83歳 高　田

長倉　武雄 93歳 埒　浜

今野　スミ 72歳 大戸浜

（死亡者）（年齢）（地区）

菅野　　孝 80歳 今　泉

三浦　克己 63歳 城　内

渡部ゆきえ 88歳 杉　目

加藤　久雄 84歳 杉　目

目黒　　哲 95歳 駒ヶ嶺町

寺島　清美 75歳 大戸浜




